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加速器駆動システムの燃焼後期の反応度低下を緩和するための反応度制御手法として，これまで余剰反応度

を抑える可燃性毒物を用いた研究が行われてきた．燃焼によって正の反応度効果があるトリウムを装荷した

炉心を設計し，反応度制御性能，核変換性能，安全性についての評価を行なった． 
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1. 緒言 

 加速器駆動システムに(ADS)おける課題点として，燃焼後期の反応度低下が挙げられる．ADS では燃焼に

よる炉心出力の低下を陽子ビームによって補償している．しかし過大なビーム電流は加速器の設計要求やビ

ーム窓の成立性に影響を与えるため，サイクル毎の不活性母材割合の調整[1]や可燃性毒物による反応度制御

[2]が検討されてきた．可燃性毒物は燃焼初期に負の反応度効果を与えるのに対し，トリウムは燃焼によって

核分裂性のウラン 233 になり，正の反応度効果を与える．本研究では ADS 炉心にトリウムを装荷した炉心

を設計し，反応度制御性能，核変換性能および安全性能の観点でトリウムの適用性について検討を行った． 

2. 解析概要 

 本研究では Fig.1に示す JAEA提案の ADS炉心[1]を用いて，全て

の燃料ピンに ThN を添加し，添加割合による炉心性能への影響評価

を行った．反応度制御性能として燃焼スイングと最大ビーム電流値，

その他炉心性能として核変換量と最大出力ピーキング係数を主な評

価項目とする．なお，外部中性子源計算に PHITS，中性子輸送計算に

MVP，燃焼計算には MVP-BURN を用いている．             Fig.1. 解析対象 ADS 

3. 解析結果 

 燃料に ThN を 5，10，20vol%添加した ADS の実

効増倍率を Fig.2に示す．トリウムを添加することで

燃焼スイングを抑制できていることがわかる．ThN割

合が 20vol%のときの燃焼スイングは 0.80%dk/kk’と，

トリウムを添加しない場合の約 18%に抑制できた．発

表では解析結果の詳細について述べ，今後の設計方針

についても説明を行う予定である． 
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